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資産の部 2012年度
（単位：百万円）■貸借対照表
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15,112
190

14,921
14,435
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15,305
2,172
2,172
17,477
198,702

純資産の部

現 金
預 け 金
買 入 金 銭 債 権
金 銭 の 信 託
有 価 証 券
国 債
地 方 債
社 債
株 式
そ の 他 の 証 券

貸 出 金
割 引 手 形
手 形 貸 付
証 書 貸 付
当 座 貸 越

そ の 他 資 産
未 決 済 為 替 貸
信 金 中 金 出 資 金
前 払 費 用
未 収 収 益
そ の 他 の 資 産

有 形 固 定 資 産
建 物
土 地
リ ー ス 資 産
建 設 仮 勘 定
その他の有形固定資産

無 形 固 定 資 産
ソ フ ト ウ ェ ア
の れ ん
その他の無形固定資産

繰 延 税 金 資 産
債 務 保 証 見 返
貸 倒 引 当 金
(うち個別貸倒引当金)

資 産 の 部 合 計

預 金 積 金
当 座 預 金
普 通 預 金
貯 蓄 預 金
通 知 預 金
定 期 預 金
定 期 積 金
そ の 他 の 預 金

譲 渡 性 預 金
借 用 金
借 入 金

そ の 他 負 債
未 決 済 為 替 借
未 払 費 用
給 付 補 て ん 備 金
未 払 法 人 税 等
前 受 収 益
払 戻 未 済 金
払 戻 未 済 持 分
職 員 預 り 金
リ ー ス 債 務
そ の 他 の 負 債

賞 与 引 当 金
役 員 賞 与 引 当 金
退 職 給 付 引 当 金
役 員 退 職 慰 労 引 当 金
そ の 他 の 引 当 金
繰 延 税 金 負 債
債 務 保 証
負 債 の 部 合 計

出 資 金
普 通 出 資 金

利 益 剰 余 金
利 益 準 備 金
そ の 他 利 益 剰 余 金
　 特 別 積 立 金
　 当期未処分剰余金

処 分 未 済 持 分
会 員 勘 定 合 計
その他有価証券評価差額金
評 価・換 算 差 額 等 合 計
純 資 産 の 部 合 計
負債及び純資産の部合計
（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

資料編

記載金額は原則単位未満を切り捨て。
比率は原則小数点第3位を切り捨て小数点第2位までを表示しています。
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■損益計算書 （単位：千円） ■剰余金処分計算書

■会計監査人による監査
　貸借対照表、損益計算書および剰余金処分計算書について
は、信用金庫法第38条の２の規定に基づき、新日本有限責任監
査法人の監査を受けております。

当 期 未 処 分 剰 余 金
積 立 金 取 崩 額
剰 余 金 処 分 額
利 益 準 備 金
普通出資に対する配当金（8％）
特 別 積 立 金
繰 越 金（ 当 期 末 残 高 ）

2012年度
（単位：円）

425,933,895
0

425,495,575
2,338,000
15,157,575
408,000,000

438,320

486,504,496
0

486,360,087
2,017,000
15,343,087
469,000,000

144,409

2011年度

　平成24年度における貸借対照表、損益計算書及び
剰余金処分計算書（以下、「財務諸表」という。）の適正
性、及び財務諸表作成に係る内部監査の有効性を確
認しております。

平成25年6月18日
遠賀信用金庫
理事長

4,748,776
3,964,750
2,817,428
211,500
920,682
15,139
374,338
140,251
234,087
241,867
223,588

－
18,278
167,819
5,290

153,368
1,871
7,288

3,988,010
147,964
118,404
29,117

－
－

442
479,146
48,741
430,404
108,268
90,645
17,230

－
392

2,507,009
1,552,771
902,317
51,919
745,622
659,363
2,348
68,685

－
－
－

15,225
760,765

－
－
－

54,470
13,194
41,275

－
706,295
225,249
55,800
281,049
425,246

687
425,933

5,218,902
3,874,221
2,716,360
148,433
994,547
14,880
331,163
138,941
192,221
905,171
885,304
3,705
16,161
108,346

634
98,451
1,871
7,389

4,423,989
138,282
131,899
5,890

－
－

492
450,609
49,582
401,027
146,314
32,466
113,481

－
366

2,498,605
1,576,827
878,031
43,747

1,190,176
477,966

199
687,761

－
－

3,660
20,588
794,913
39,258
39,258

－
7,890
7,890

－
－

826,280
77,214
263,000
340,214
486,066

438
486,504

経 常 収 益   
資 金 運 用 収 益  
貸 出 金 利 息 
預 け 金 利 息 
有価証券利息配当金 
そ の 他 の 受 入 利 息 

役 務 取 引 等 収 益  
受 入 為 替 手 数 料 
そ の 他 の 役 務 収 益 

そ の 他 業 務 収 益  
国 債 等 債 券 売 却 益
国 債 等 債 券 償 還 益 
そ の 他 の 業 務 収 益 

そ の 他 経 常 収 益  
償 却 債 権 取 立 益
株 式 等 売 却 益 
金 銭 の 信 託 運 用 益 
そ の 他 の 経 常 収 益 

経 常 費 用   
資 金 調 達 費 用  
預 金 利 息 
給付補てん備金繰入額 
譲 渡 性 預 金 利 息 
借 用 金 利 息 
そ の 他 の 支 払 利 息 

役 務 取 引 等 費 用  
支 払 為 替 手 数 料 
そ の 他 の 役 務 費 用 

そ の 他 業 務 費 用  
国 債 等 債 券 売 却 損 
国 債 等 債 券 償 還 損 
国 債 等 債 券 償 却 
そ の 他 の 業 務 費 用 

経 費  
人 件 費 
物 件 費 
税 金

そ の 他 経 常 費 用  
貸 倒 引 当 金 繰 入 額 
貸 出 金 償 却 
株 式 等 売 却 損 
株 式 等 償 却 
金 銭 の 信 託 運 用 損 
そ の 他 資 産 償 却 
そ の 他 の 経 常 費 用 

経 常 利 益   
特 別 利 益   

固 定 資 産 処 分 益  
そ の 他 の 特 別 利 益  

特 別 損 失   
固 定 資 産 処 分 損  
減 損 損 失  
そ の 他 の 特 別 損 失  

税 引 前 当 期 純 利 益
法人税、住民税及び事業税   
法 人 税 等 調 整 額
法 人 税 等 合 計
当 期 純 利 益   
繰 越 金（ 当 期 首 残 高 ）
当 期 未 処 分 剰 余 金

1.　記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。
2.　有価証券の評価は、子会社株式については移動平均法による原価法、その
他有価証券のうち時価のあるものについては決算日の市場価格等に基づく
時価法（売却原価は主として移動平均法により算定）、時価を把握することが
極めて困難と認められるものについては移動平均法による原価法又は償却
原価法により行っております。なお、その他有価証券の評価差額については、
全部純資産直入法により処理しております。
3.　金銭の信託の評価は、満期保有目的であるため原価法により行っており
ます。
4.　有形固定資産(リース資産を除く。)の減価償却は、定率法（ただし、平成10
年4月1日以後に取得した建物（建物附属設備を除く。）については定額法）を
採用しております。なお、主な耐用年数は次のとおりであります。
　　建　物　　7年～50年
　　その他　　3年～20年
　　（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

　当金庫は、法人税法の改正に伴い、当事業年度より、平成24年4月1
日以後に取得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づ
く減価償却の方法に変更しております。
　なお、これによる当事業年度の経常利益及び税引前当期純利益に与
える影響は軽微であります。

5.　無形固定資産(リース資産を除く。)の減価償却は、定額法により償却してお

ります。なお、自金庫利用のソフトウェアについては、金庫内における利用可
能期間（5年）に基づいて償却しております。
6.　所有権移転外ファイナンス・リース取引に係る「有形固定資産」及び「無形
固定資産」中のリース資産の減価償却は、リース期間を耐用年数とした定額
法によっております。なお、残存価額については、リース契約上に残価保証
の取決めがあるものは当該残価保証額とし、それ以外のものは零としてお
ります。
7.　貸倒引当金は、予め定めている償却・引当基準に則り、次のとおり計上して
おります。
　　破産、特別清算等法的に経営破綻の事実が発生している債務者（以下、「破
綻先」という。）に係る債権及びそれと同等の状況にある債務者（以下「実質破
綻先」という。）に係る債権については、以下のなお書きに記載されている直
接減額後の帳簿価額から、担保の処分可能見込額及び保証による回収可能
見込額を控除し、その残額を計上しております。また、現在は経営破綻の状況
にないが、今後経営破綻に陥る可能性が大きいと認められる債務者（以下、
「破綻懸念先」という。）に係る債権については、債権額から、担保の処分可能
見込額及び保証による回収可能見込額を控除し、その残額のうち、債務者の
支払能力を総合的に判断し必要と認める額を計上しております。
　　上記以外の債権については、過去の一定期間における貸倒実績から算出
した貸倒実績率等に基づき計上しております。
　　すべての債権は、資産の自己査定基準に基づき、営業関連部署が資産査
定を実施し、当該部署から独立した資産監査部署が査定結果を監査してお
り、その査定結果に基づいて上記の引当を行っております。
　　なお、破綻先及び実質破綻先に対する担保・保証付債権等については、債
権額から担保の評価額及び保証による回収が可能と認められる額を控除し
た残額を取立不能見込額として債権額から直接減額しており、その金額は
1,236百万円であります。
8.　賞与引当金は、職員への賞与の支払に備えるため、職員に対する賞与の支
給見込額のうち、当事業年度に帰属する額を計上しております。
9.　退職給付引当金は、職員の退職給付に備えるため、当該事業年度末におけ
る退職給付債務及び年金資産の見込額に基づき、必要額を計上しておりま
す。また、数理計算上の差異の費用処理方法は次のとおりであります。
数理計算上の差異　　各発生年度の職員の平均残存勤務期間内の一定

の年数（10年）による定率法により按分した額を
（それぞれ発生の翌事業年度から）損益処理

10.　当金庫は、複数事業主（信用金庫等）により設立された企業年金制度（総合
設立型厚生年金基金）に加入しており、当金庫の拠出に対応する年金資産の
額を合理的に計算することができないため、当該年金制度への拠出額を退
職給付費用として処理しております。
　なお、当該企業年金制度全体の直近の積立状況及び制度全体の拠出等
に占める当金庫の割合並びにこれらに関する補足説明は次のとおりであり
ます。
①　制度全体の積立状況に関する事項（平成24年3月31日現在）
　　　年金資産の額　　　　　　　　　　1,386,363百万円
　　　年金財政計算上の給付債務の額　　1,645,902百万円
　　　差引額　　　　　　　　　　　　　△259,538百万円
②　制度全体に占める当金庫の掛金拠出割合（平成24年3月分）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0.1733％
③　補足説明
　上記①の差引額の主な要因は、年金財政計算上の過去勤務債務残高
240,975百万円及び繰越不足金18,562百万円であります。本制度に
おける過去勤務債務の償却方法は期間16年10カ月の元利均等定率償
却であり、当金庫は、当事業年度の計算書類上、特別掛金90百万円を費
用処理しております。
　なお、特別掛金の額は、あらかじめ定められた掛金率を掛金拠出時の
標準給与の額に乗じることで算定されるため、上記②の割合は当金庫の
実際の負担割合とは一致しません。

11.　役員退職慰労引当金は、役員への退職慰労金の支払いに備えるため、役員
に対する退職慰労金の支給見積額のうち、当事業年度末までに発生している
と認められる額を計上しております。

12.　その他の引当金の計上方法は、以下のとおりであります。
(1)　睡眠預金払戻損失引当金は、負債計上を中止した預金について、預金者
からの払戻請求に備えるため、将来の払戻請求に応じて発生する損失を見
積り、必要と認める額を計上しております。

(2)　信用保証協会責任共有制度引当金は、信用保証協会への負担金の支払
いに備えるため、将来の負担金支払見込額を計上しております。

13.　消費税及び地方消費税の会計処理は、税込方式によっております。
14.　理事及び監事との間の取引による理事及び監事に対する金銭債権総額
は、12百万円であります。

15.　子会社等の株式総額は、10百万円であります。
16.　子会社等に対する金銭債権総額は、－百万円であります。
17.　子会社等に対する金銭債務総額は、11百万円であります。
18.　有形固定資産の減価償却累計額は、2,652百万円であります。
19.　貸出金のうち、破綻先債権額は1,100百万円、延滞債権額は4,726百万円
であります。
なお、破綻先債権とは、元本又は利息の支払の遅延が相当期間継続してい

ることその他の事由により元本又は利息の取立て又は弁済の見込みがない
ものとして未収利息を計上しなかった貸出金（貸倒償却を行った部分を除く。
以下「未収利息不計上貸出金」という。）のうち、法人税法施行令（昭和40年政
令第97号）第96条第1項第3号のイからホまでに掲げる事由又は同項第4号
に規定する事由が生じている貸出金であります。
また、延滞債権とは、未収利息不計上貸出金であって、破綻先債権及び債
務者の経営再建又は支援を図ることを目的として利息の支払を猶予した貸
出金以外の貸出金であります。

20.　貸出金のうち、3ヵ月以上延滞債権額は、－百万円であります。
なお、3ヵ月以上延滞債権とは、元本又は利息の支払が約定支払日の翌日

から3月以上遅延している貸出金で破綻先債権及び延滞債権に該当しない
ものであります。

21.　貸出金のうち貸出条件緩和債権額は、－百万円であります。
なお、貸出条件緩和債権とは、債務者の経営再建又は支援を図ることを目
的として、金利の減免、利息の支払猶予、元本の返済猶予、債権放棄その他の
債務者に有利となる取決めを行った貸出金で破綻先債権、延滞債権及び3ヵ
月以上延滞債権に該当しないものであります。

22.　破綻先債権額、延滞債権額、3ヵ月以上延滞債権額及び貸出条件緩和債権
額の合計額は5,827百万円であります。
なお、19.から22．に掲げた債権額は、貸倒引当金控除前の金額であり

ます。
23.　ローン・パーティシペーションで、平成7年6月1日付日本公認会計士協会会
計制度委員会報告第３号に基づいて、参加者に売却したものとして会計処理
した貸出金の元本の事業年度末残高の総額は、1,336百万円であります。

24.　手形割引は、業種別監査委員会報告第24号に基づき金融取引として処理
しております。これにより受け入れた商業手形は、売却又は（再）担保という方
法で自由に処分できる権利を有しておりますが、その額面金額は1,336百万
円であります。

25.　担保に供している資産は次のとおりであります。
担保に供している資産
　有価証券　　　 142百万円
　預け金　　　　　 0百万円
　その他の資産　　15百万円
担保資産に対応する債務
　預金　　　　　 158百万円
上記のほか、為替決済の取引担保として預け金（信金中央金庫への定期預
金）6,000百万円、また短期の資金繰りの根担保として預け金（信金中央金庫
への定期預金）4,500百万円を差し入れております。

26.　出資１口当たりの純資産額は45,315円09銭であります。
27.　金融商品の状況に関する事項
(1)　金融商品に対する取組方針

当金庫は、預金業務、融資業務および市場運用業務などの金融業務を行
っております。
このため、金利変動による不利な影響が生じないように、資産及び負債

の適切な管理に努めております。
(2)　金融商品の内容及びそのリスク　

当金庫が保有する金融資産は、主として事業地区内のお客様に対する貸出
金です。
また、有価証券は、主に債券、投資信託及び株式であり、純投資目的及び事
業推進目的で保有しております。これらは、それぞれ発行体の信用リスク及び
金利の変動リスク、市場価格の変動リスクに晒されております。
一方、金融負債は主としてお客様からの預金であり、流動性リスクに晒され

ております。
また、変動金利の預金についても、金利の変動リスクに晒されております。

(3)　金融商品に係るリスク管理体制
①　信用リスクの管理

当金庫は、融資事務取扱規定及び信用リスク管理規定等の諸規定に従
い、貸出金について、個別案件ごとの与信審査、与信限度額、信用情報管理、
保証や担保の設定、問題債権への対応など与信管理に関する体制を整備し
運営しております。これらの与信管理は、各営業店のほか審査部により行わ
れ、また、定期的に経営陣による審査委員会や理事会を開催し、審議・報告を
行っております。
さらに、与信管理の状況については、監査部がチェックしております。
有価証券の発行体の信用リスクなどに関しては、総合企画部において、余
裕資金運用に係るリスク管理細則などに基づき日常的に信用情報や時価を
把握するほか、定期的に資金運用会議に報告を行うことで管理しておりま
す。
②　市場リスクの管理

当金庫は、金利リスク、価格変動リスク、為替リスクなどの市場リスクにつ
いて、総合企画部において、余裕資金運用に係るリスク管理細則などに基づ
き日常的に計数を把握するほか、定期的に資金運用会議に報告を行うこと
で管理しております。
当金庫において、主要なリスク変数である金利リスクの影響を受ける主

たる金融商品は、「預け金」、「有価証券」のうち「債券」、「貸出金」、「預金積金」
であります。当金庫では、これらの金融資産及び金融負債について、保有期
間240日、過去5年の観測期間で計測される99パーセンタイル値を用いた
時価の変動額を市場リスク量とし、金利の変動リスクの管理にあたっての定
量的分析に利用しております。
当該変動額の算定にあたっては、対象の金融資産及び金融負債を（固定
金利群と変動金利群に分けて、）それぞれ金利期日に応じて適切な期間に残
高を分解し、期間ごとの金利変動幅を用いております。
なお、当事業年度末現在、金利以外のすべてのリスク変数が一定である

と仮定した場合の99パーセンタイル値を用いた時価は、488百万円減少す
るものと把握しております。
当該変動額は、金利を除くリスク変数が一定の場合を前提としており、金
利とその他のリスク変数との相関を考慮しておりません。また、金利の合理
的な予想変動幅を超える変動が生じた場合には、算定額を超える影響が生
じる可能性があります。
③　資金調達に係る流動性リスクの管理

当金庫は、総合企画部において、流動性リスク管理規定などに基づき、適
時に資金管理を行うほか、資金調達手段の多様化、市場環境を考慮した長
短の調達バランスの調整などによって、流動性リスクを管理しております。

(4)　金融商品の時価等に関する事項についての補足説明
金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合

には合理的に算定された価額が含まれております。当該価額の算定において
は一定の前提条件等を採用しているため、異なる前提条件等によった場合、当
該価額が異なることもあります。
なお、金融商品のうち貸出金については、簡便な計算により算出した時価に
代わる金額を開示しております。

28.　金融商品の時価等に関する事項
平成25年3月31日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額は、次
のとおりであります（時価の算定方法については(注１)参照)。なお、時価を把握
することが極めて困難と認められる非上場株式等は、次表には含めておりません
((注２)参照）。

　また、重要性の乏しい科目については記載を省略しております。

(注１)　金融商品の時価等の算定方法
金融資産
（1）　預け金

満期のない預け金については、時価は帳簿価額と近似していることから、当
該帳簿価額を時価としております。満期のある預け金については、残存期間に
基づく区分ごとに、新規に預け金を行った場合に想定される適用金利で割り引
いた現在価値を算定しております。

（2）　有価証券
株式は取引所の価格、債券は取引所の価格又は取引金融機関から提示され

た価格によっております。投資信託は、公表されている基準価格によっており
ます。
私募債は、元利金の合計額を同様の新規実行を行った場合に想定される利
率で割り引いた価額によっております。
なお、保有目的区分ごとの有価証券に関する注記については、29．から31．

に記載しております。
（3）　貸出金

貸出金は、以下の①～③の方法により算出し、その算出結果を時価に代わる
金額として記載しております。
①　破綻懸念先債権、実質破綻先債権及び破綻先債権等、将来キャッシュ・フ
ローの見積りが困難な債権については、貸借対照表中の貸出金勘定に計上
している額（貸倒引当金控除前の額。以下「貸出金計上額」という。）の合計
額から貸出金に対応する個別貸倒引当金等を控除した価額
②　①以外のうち、変動金利によるものは貸出金計上額
③　①以外のうち、固定金利によるものは貸出金の種類及び期間に基づく区
分ごとに、元利金の合計額を同様の新規貸出を行った場合に想定される利
率で割り引いた価額

金融負債
（1）　預金積金

要求払預金については、決算日に要求された場合の支払額（帳簿価額）を時
価とみなしております。また、定期預金の時価は、一定期間ごとに区分して、将
来のキャッシュ・フローを割り引いて現在価値を算定しております。その割引率
は、新規に預金を受け入れる際に使用する利率を用いております。
(注２)　時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品は次のとおりで

あり、金融商品の時価情報には含まれておりません。

(＊１)子会社株式及び非上場株式については、市場価格がなく、時価を把握す
ることが極めて困難と認められることから時価開示の対象とはしておりませ
ん。なお、このうち当事業年度において減損処理を行った金融商品はありま
せん。

(＊２)出資金は、信金中央金庫、しんきん共同システム運営機構へ対するもの
です。

(注３)　金銭債権および満期のある有価証券の決算日後の償還予定額は次のと
おりであります。

(注４)　預金積金の決算日後の満期到来額は次のとおりであります。

（＊)預金積金のうち、期間の定めのないものは含まれておりません。
29.　有価証券の時価及び評価差額等に関する事項は次のとおりであります。これ
らには、「国債」「地方債」｢短期社債｣「社債」「株式」「その他の証券」が含まれてお
ります。以下、31．まで同様であります。
その他有価証券　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位：百万円)

30.　当事業年度中に売却したその他有価証券は次のとおりであります。
(単位：百万円)

31.　減損処理を行った有価証券
その他有価証券で時価のあるもののうち、当該有価証券の時価が取得原価に
比べて著しく下落しており、時価が取得原価まで回復する見込があると認められ
ないものについては、当該時価を貸借対照表計上額とするとともに、評価差額を
当事業年度の損失として処理（以下「減損処理」という。)を行います。当事業年度
において減損処理を行った有価証券はありません。

32.　満期保有目的の金銭の信託

（注）「うち時価が貸借対照表計上額を超えるもの」「うち時価が貸借対照表計上
額を超えないもの」はそれぞれ「差額」の内訳であります。

33.　当座貸越契約及び貸付金に係るコミットメントライン契約は、顧客からの融資
実行の申し出を受けた場合に、契約上規定された条件について違反がない限り、
一定の限度額まで資金を貸付けることを約する契約であります。これらの契約に
係る融資未実行残高は、30,376百万円であります。このうち契約残存期間が1
年以内のものが4,859百万円であります。なお、これらの契約の多くは、融資実
行されずに終了するものであるため、融資未実行残高そのものが必ずしも当金
庫の将来のキャッシュ・フローに影響を与えるものではありません。これらの契約
の多くには、金融情勢の変化、債権の保全及びその他相当の事由があるときは、
当金庫が実行申し込みを受けた融資の拒絶又は契約極度額の減額をすること
ができる旨の条項が付けられております。また、契約時において必要に応じて不
動産・有価証券等の担保を徴求するほか、契約後も定期的に（半年毎に）予め定
めている金庫内手続に基づき顧客の業況等を把握し、必要に応じて契約の見直
し、与信保全上の措置等を講じております。

34．　繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳は、それぞれ以
下のとおりであります。
　繰延税金資産
　　　貸倒引当金　　　　　　　　　　　　 　1,310百万円
　　　退職給付引当金　　　　　　　　　　　　   43
　　　減価償却費　　　　　　　　　　　　　　   16
　　　その他　　　　　　　　　　　　　　　　   93
　繰延税金資産小計　　　　　　　　　　　 　1,464
　評価性引当額　　　　　　　　　　　　　　 △909
　繰延税金資産合計　　　　　　　　　　　　 　554

　繰延税金負債
　　　その他有価証券評価差額金　　　　　　 　810
　繰延税金負債合計　　　　　　　　　　　　 　810　　　
　繰延税金負債の純額　　　　　　　　　　　 　256百万円

貸借対照表の注記

損益の部 科　　目2012年度2011年度
  貸借対照表計上額 時価 差額
（1） 現 金 1,919 1,919 －
（2） 預け金 39,708 39,730 22
（3） 有価証券
 その他有価証券 43,444 43,444 －
（4） 貸出金（＊１） 112,481
 貸倒引当金（＊２） △4,151
  108,329 107,875 △454
 金融資産計 193,402 192,969 △432 
（1） 預金積金 179,682 179,758 75
 金融負債計 179,682 179,758 75

（単位：百万円）

（＊1）貸出金の「時価」には、「簡便な計算により算出した時価に代わる金額」を記載しております。
（＊2）貸出金に対応する一般貸倒引当金及び個別貸倒引当金を控除しております。

　　　区　分　　　　　　　　　　　貸借対照表計上額
子会社株式（＊１） 10
非上場株式（＊１） 16
出資金（＊２）  590
合計 616

（単位：百万円）

（単位：百万円）
 1年以内 1年超5年以内 5年超10年以内 10年超
預け金（＊） 24,500 5,900 － 3,000
有価証券 2,515 18,836 7,600 3,100
内訳　国　　債 － 8,222 － －
　　　地 方 債 － － 400 －
　　　短期社債 －
　　　社　　債 500 3,536 7,000 －
　　　その他 2,015 7,077 200 3,100
貸出金（＊） 18,270 38,507 25,761 24,721
　　合　計 45,285 63,242 33,361 30,821
（＊）預け金及び貸出金のうち、期間の定めのないものは含まれておりません。

（単位：百万円）

 1年以内 1年超5年以内 5年超10年以内 10年超
預金積金（＊） 106,338 6,008 10 50
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株式 449 420 28 
債券 20,503 19,837 665 
　国　　債 9,165 8,688 476 
　地 方 債 424 418 6 
　短期社債 － － － 
　社　　債 10,912 10,730 182 
その他 17,013 14,101 2,912 
小　計 37,965 34,359 3,605 
株式 358 394 △36 
債券 505 508 △3 
　国　　債 － － － 
　地 方 債 － － － 
　短期社債 － － － 
　社　　債 505 508 △3 
その他 4,615 5,218 △602 
小　計 5,479 6,121 △642 
合　計 43,444 40,481 2,963 

　種類 　　　　 貸借対照表計上額 　　取得原価 　　　　  差　額

 売却額 売却益の合計 売却損の合計 
株式 3,351 98 626 
債券 17,734 653 － 
　国　　債 11,319 633 － 
　地 方 債 503 － － 
　短期社債 － － － 
　社　　債 5,911 20 － 
その他 4,127 232 188 
合　計 25,213 984 814 

（単位：百万円）
貸借対照表　時価　差額　うち時価が貸借対照表　うち時価が貸借対照表
計上額　　　　　　　　　計上額を超えるもの　　計上額を超えないもの
 200 200 0 0 －満期保有目的の金銭の信託 
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■損益計算書 （単位：千円） ■剰余金処分計算書

■会計監査人による監査
　貸借対照表、損益計算書および剰余金処分計算書について
は、信用金庫法第38条の２の規定に基づき、新日本有限責任監
査法人の監査を受けております。

当 期 未 処 分 剰 余 金
積 立 金 取 崩 額
剰 余 金 処 分 額
利 益 準 備 金
普通出資に対する配当金（8％）
特 別 積 立 金
繰 越 金（ 当 期 末 残 高 ）

2012年度
（単位：円）

425,933,895
0

425,495,575
2,338,000
15,157,575
408,000,000

438,320

486,504,496
0

486,360,087
2,017,000
15,343,087
469,000,000

144,409

2011年度

　平成24年度における貸借対照表、損益計算書及び
剰余金処分計算書（以下、「財務諸表」という。）の適正
性、及び財務諸表作成に係る内部監査の有効性を確
認しております。

平成25年6月18日
遠賀信用金庫
理事長

4,748,776
3,964,750
2,817,428
211,500
920,682
15,139
374,338
140,251
234,087
241,867
223,588

－
18,278
167,819
5,290

153,368
1,871
7,288

3,988,010
147,964
118,404
29,117

－
－

442
479,146
48,741
430,404
108,268
90,645
17,230

－
392

2,507,009
1,552,771
902,317
51,919
745,622
659,363
2,348
68,685

－
－
－

15,225
760,765

－
－
－

54,470
13,194
41,275

－
706,295
225,249
55,800
281,049
425,246

687
425,933

5,218,902
3,874,221
2,716,360
148,433
994,547
14,880
331,163
138,941
192,221
905,171
885,304
3,705
16,161
108,346

634
98,451
1,871
7,389

4,423,989
138,282
131,899
5,890

－
－

492
450,609
49,582
401,027
146,314
32,466
113,481

－
366

2,498,605
1,576,827
878,031
43,747

1,190,176
477,966

199
687,761

－
－

3,660
20,588
794,913
39,258
39,258

－
7,890
7,890

－
－

826,280
77,214
263,000
340,214
486,066

438
486,504

経 常 収 益   
資 金 運 用 収 益  
貸 出 金 利 息 
預 け 金 利 息 
有価証券利息配当金 
そ の 他 の 受 入 利 息 

役 務 取 引 等 収 益  
受 入 為 替 手 数 料 
そ の 他 の 役 務 収 益 

そ の 他 業 務 収 益  
国 債 等 債 券 売 却 益
国 債 等 債 券 償 還 益 
そ の 他 の 業 務 収 益 

そ の 他 経 常 収 益  
償 却 債 権 取 立 益
株 式 等 売 却 益 
金 銭 の 信 託 運 用 益 
そ の 他 の 経 常 収 益 

経 常 費 用   
資 金 調 達 費 用  
預 金 利 息 
給付補てん備金繰入額 
譲 渡 性 預 金 利 息 
借 用 金 利 息 
そ の 他 の 支 払 利 息 

役 務 取 引 等 費 用  
支 払 為 替 手 数 料 
そ の 他 の 役 務 費 用 

そ の 他 業 務 費 用  
国 債 等 債 券 売 却 損 
国 債 等 債 券 償 還 損 
国 債 等 債 券 償 却 
そ の 他 の 業 務 費 用 

経 費  
人 件 費 
物 件 費 
税 金

そ の 他 経 常 費 用  
貸 倒 引 当 金 繰 入 額 
貸 出 金 償 却 
株 式 等 売 却 損 
株 式 等 償 却 
金 銭 の 信 託 運 用 損 
そ の 他 資 産 償 却 
そ の 他 の 経 常 費 用 

経 常 利 益   
特 別 利 益   

固 定 資 産 処 分 益  
そ の 他 の 特 別 利 益  

特 別 損 失   
固 定 資 産 処 分 損  
減 損 損 失  
そ の 他 の 特 別 損 失  

税 引 前 当 期 純 利 益
法人税、住民税及び事業税   
法 人 税 等 調 整 額
法 人 税 等 合 計
当 期 純 利 益   
繰 越 金（ 当 期 首 残 高 ）
当 期 未 処 分 剰 余 金

1.　記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。
2.　有価証券の評価は、子会社株式については移動平均法による原価法、その
他有価証券のうち時価のあるものについては決算日の市場価格等に基づく
時価法（売却原価は主として移動平均法により算定）、時価を把握することが
極めて困難と認められるものについては移動平均法による原価法又は償却
原価法により行っております。なお、その他有価証券の評価差額については、
全部純資産直入法により処理しております。
3.　金銭の信託の評価は、満期保有目的であるため原価法により行っており
ます。
4.　有形固定資産(リース資産を除く。)の減価償却は、定率法（ただし、平成10
年4月1日以後に取得した建物（建物附属設備を除く。）については定額法）を
採用しております。なお、主な耐用年数は次のとおりであります。
　　建　物　　7年～50年
　　その他　　3年～20年
　　（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

　当金庫は、法人税法の改正に伴い、当事業年度より、平成24年4月1
日以後に取得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づ
く減価償却の方法に変更しております。
　なお、これによる当事業年度の経常利益及び税引前当期純利益に与
える影響は軽微であります。

5.　無形固定資産(リース資産を除く。)の減価償却は、定額法により償却してお

ります。なお、自金庫利用のソフトウェアについては、金庫内における利用可
能期間（5年）に基づいて償却しております。
6.　所有権移転外ファイナンス・リース取引に係る「有形固定資産」及び「無形
固定資産」中のリース資産の減価償却は、リース期間を耐用年数とした定額
法によっております。なお、残存価額については、リース契約上に残価保証
の取決めがあるものは当該残価保証額とし、それ以外のものは零としてお
ります。
7.　貸倒引当金は、予め定めている償却・引当基準に則り、次のとおり計上して
おります。
　　破産、特別清算等法的に経営破綻の事実が発生している債務者（以下、「破
綻先」という。）に係る債権及びそれと同等の状況にある債務者（以下「実質破
綻先」という。）に係る債権については、以下のなお書きに記載されている直
接減額後の帳簿価額から、担保の処分可能見込額及び保証による回収可能
見込額を控除し、その残額を計上しております。また、現在は経営破綻の状況
にないが、今後経営破綻に陥る可能性が大きいと認められる債務者（以下、
「破綻懸念先」という。）に係る債権については、債権額から、担保の処分可能
見込額及び保証による回収可能見込額を控除し、その残額のうち、債務者の
支払能力を総合的に判断し必要と認める額を計上しております。
　　上記以外の債権については、過去の一定期間における貸倒実績から算出
した貸倒実績率等に基づき計上しております。
　　すべての債権は、資産の自己査定基準に基づき、営業関連部署が資産査
定を実施し、当該部署から独立した資産監査部署が査定結果を監査してお
り、その査定結果に基づいて上記の引当を行っております。
　　なお、破綻先及び実質破綻先に対する担保・保証付債権等については、債
権額から担保の評価額及び保証による回収が可能と認められる額を控除し
た残額を取立不能見込額として債権額から直接減額しており、その金額は
1,236百万円であります。
8.　賞与引当金は、職員への賞与の支払に備えるため、職員に対する賞与の支
給見込額のうち、当事業年度に帰属する額を計上しております。
9.　退職給付引当金は、職員の退職給付に備えるため、当該事業年度末におけ
る退職給付債務及び年金資産の見込額に基づき、必要額を計上しておりま
す。また、数理計算上の差異の費用処理方法は次のとおりであります。
数理計算上の差異　　各発生年度の職員の平均残存勤務期間内の一定

の年数（10年）による定率法により按分した額を
（それぞれ発生の翌事業年度から）損益処理

10.　当金庫は、複数事業主（信用金庫等）により設立された企業年金制度（総合
設立型厚生年金基金）に加入しており、当金庫の拠出に対応する年金資産の
額を合理的に計算することができないため、当該年金制度への拠出額を退
職給付費用として処理しております。
　なお、当該企業年金制度全体の直近の積立状況及び制度全体の拠出等
に占める当金庫の割合並びにこれらに関する補足説明は次のとおりであり
ます。
①　制度全体の積立状況に関する事項（平成24年3月31日現在）
　　　年金資産の額　　　　　　　　　　1,386,363百万円
　　　年金財政計算上の給付債務の額　　1,645,902百万円
　　　差引額　　　　　　　　　　　　　△259,538百万円
②　制度全体に占める当金庫の掛金拠出割合（平成24年3月分）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0.1733％
③　補足説明
　上記①の差引額の主な要因は、年金財政計算上の過去勤務債務残高
240,975百万円及び繰越不足金18,562百万円であります。本制度に
おける過去勤務債務の償却方法は期間16年10カ月の元利均等定率償
却であり、当金庫は、当事業年度の計算書類上、特別掛金90百万円を費
用処理しております。
　なお、特別掛金の額は、あらかじめ定められた掛金率を掛金拠出時の
標準給与の額に乗じることで算定されるため、上記②の割合は当金庫の
実際の負担割合とは一致しません。

11.　役員退職慰労引当金は、役員への退職慰労金の支払いに備えるため、役員
に対する退職慰労金の支給見積額のうち、当事業年度末までに発生している
と認められる額を計上しております。

12.　その他の引当金の計上方法は、以下のとおりであります。
(1)　睡眠預金払戻損失引当金は、負債計上を中止した預金について、預金者
からの払戻請求に備えるため、将来の払戻請求に応じて発生する損失を見
積り、必要と認める額を計上しております。

(2)　信用保証協会責任共有制度引当金は、信用保証協会への負担金の支払
いに備えるため、将来の負担金支払見込額を計上しております。

13.　消費税及び地方消費税の会計処理は、税込方式によっております。
14.　理事及び監事との間の取引による理事及び監事に対する金銭債権総額
は、12百万円であります。

15.　子会社等の株式総額は、10百万円であります。
16.　子会社等に対する金銭債権総額は、－百万円であります。
17.　子会社等に対する金銭債務総額は、11百万円であります。
18.　有形固定資産の減価償却累計額は、2,652百万円であります。
19.　貸出金のうち、破綻先債権額は1,100百万円、延滞債権額は4,726百万円
であります。
なお、破綻先債権とは、元本又は利息の支払の遅延が相当期間継続してい

ることその他の事由により元本又は利息の取立て又は弁済の見込みがない
ものとして未収利息を計上しなかった貸出金（貸倒償却を行った部分を除く。
以下「未収利息不計上貸出金」という。）のうち、法人税法施行令（昭和40年政
令第97号）第96条第1項第3号のイからホまでに掲げる事由又は同項第4号
に規定する事由が生じている貸出金であります。
また、延滞債権とは、未収利息不計上貸出金であって、破綻先債権及び債
務者の経営再建又は支援を図ることを目的として利息の支払を猶予した貸
出金以外の貸出金であります。

20.　貸出金のうち、3ヵ月以上延滞債権額は、－百万円であります。
なお、3ヵ月以上延滞債権とは、元本又は利息の支払が約定支払日の翌日

から3月以上遅延している貸出金で破綻先債権及び延滞債権に該当しない
ものであります。

21.　貸出金のうち貸出条件緩和債権額は、－百万円であります。
なお、貸出条件緩和債権とは、債務者の経営再建又は支援を図ることを目
的として、金利の減免、利息の支払猶予、元本の返済猶予、債権放棄その他の
債務者に有利となる取決めを行った貸出金で破綻先債権、延滞債権及び3ヵ
月以上延滞債権に該当しないものであります。

22.　破綻先債権額、延滞債権額、3ヵ月以上延滞債権額及び貸出条件緩和債権
額の合計額は5,827百万円であります。
なお、19.から22．に掲げた債権額は、貸倒引当金控除前の金額であり

ます。
23.　ローン・パーティシペーションで、平成7年6月1日付日本公認会計士協会会
計制度委員会報告第３号に基づいて、参加者に売却したものとして会計処理
した貸出金の元本の事業年度末残高の総額は、1,336百万円であります。

24.　手形割引は、業種別監査委員会報告第24号に基づき金融取引として処理
しております。これにより受け入れた商業手形は、売却又は（再）担保という方
法で自由に処分できる権利を有しておりますが、その額面金額は1,336百万
円であります。

25.　担保に供している資産は次のとおりであります。
担保に供している資産
　有価証券　　　 142百万円
　預け金　　　　　 0百万円
　その他の資産　　15百万円
担保資産に対応する債務
　預金　　　　　 158百万円
上記のほか、為替決済の取引担保として預け金（信金中央金庫への定期預
金）6,000百万円、また短期の資金繰りの根担保として預け金（信金中央金庫
への定期預金）4,500百万円を差し入れております。

26.　出資１口当たりの純資産額は45,315円09銭であります。
27.　金融商品の状況に関する事項
(1)　金融商品に対する取組方針

当金庫は、預金業務、融資業務および市場運用業務などの金融業務を行
っております。
このため、金利変動による不利な影響が生じないように、資産及び負債

の適切な管理に努めております。
(2)　金融商品の内容及びそのリスク　

当金庫が保有する金融資産は、主として事業地区内のお客様に対する貸出
金です。
また、有価証券は、主に債券、投資信託及び株式であり、純投資目的及び事
業推進目的で保有しております。これらは、それぞれ発行体の信用リスク及び
金利の変動リスク、市場価格の変動リスクに晒されております。
一方、金融負債は主としてお客様からの預金であり、流動性リスクに晒され

ております。
また、変動金利の預金についても、金利の変動リスクに晒されております。

(3)　金融商品に係るリスク管理体制
①　信用リスクの管理

当金庫は、融資事務取扱規定及び信用リスク管理規定等の諸規定に従
い、貸出金について、個別案件ごとの与信審査、与信限度額、信用情報管理、
保証や担保の設定、問題債権への対応など与信管理に関する体制を整備し
運営しております。これらの与信管理は、各営業店のほか審査部により行わ
れ、また、定期的に経営陣による審査委員会や理事会を開催し、審議・報告を
行っております。
さらに、与信管理の状況については、監査部がチェックしております。
有価証券の発行体の信用リスクなどに関しては、総合企画部において、余
裕資金運用に係るリスク管理細則などに基づき日常的に信用情報や時価を
把握するほか、定期的に資金運用会議に報告を行うことで管理しておりま
す。
②　市場リスクの管理

当金庫は、金利リスク、価格変動リスク、為替リスクなどの市場リスクにつ
いて、総合企画部において、余裕資金運用に係るリスク管理細則などに基づ
き日常的に計数を把握するほか、定期的に資金運用会議に報告を行うこと
で管理しております。
当金庫において、主要なリスク変数である金利リスクの影響を受ける主

たる金融商品は、「預け金」、「有価証券」のうち「債券」、「貸出金」、「預金積金」
であります。当金庫では、これらの金融資産及び金融負債について、保有期
間240日、過去5年の観測期間で計測される99パーセンタイル値を用いた
時価の変動額を市場リスク量とし、金利の変動リスクの管理にあたっての定
量的分析に利用しております。
当該変動額の算定にあたっては、対象の金融資産及び金融負債を（固定
金利群と変動金利群に分けて、）それぞれ金利期日に応じて適切な期間に残
高を分解し、期間ごとの金利変動幅を用いております。
なお、当事業年度末現在、金利以外のすべてのリスク変数が一定である

と仮定した場合の99パーセンタイル値を用いた時価は、488百万円減少す
るものと把握しております。
当該変動額は、金利を除くリスク変数が一定の場合を前提としており、金
利とその他のリスク変数との相関を考慮しておりません。また、金利の合理
的な予想変動幅を超える変動が生じた場合には、算定額を超える影響が生
じる可能性があります。
③　資金調達に係る流動性リスクの管理

当金庫は、総合企画部において、流動性リスク管理規定などに基づき、適
時に資金管理を行うほか、資金調達手段の多様化、市場環境を考慮した長
短の調達バランスの調整などによって、流動性リスクを管理しております。

(4)　金融商品の時価等に関する事項についての補足説明
金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合

には合理的に算定された価額が含まれております。当該価額の算定において
は一定の前提条件等を採用しているため、異なる前提条件等によった場合、当
該価額が異なることもあります。
なお、金融商品のうち貸出金については、簡便な計算により算出した時価に
代わる金額を開示しております。

28.　金融商品の時価等に関する事項
平成25年3月31日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額は、次
のとおりであります（時価の算定方法については(注１)参照)。なお、時価を把握
することが極めて困難と認められる非上場株式等は、次表には含めておりません
((注２)参照）。

　また、重要性の乏しい科目については記載を省略しております。

(注１)　金融商品の時価等の算定方法
金融資産
（1）　預け金

満期のない預け金については、時価は帳簿価額と近似していることから、当
該帳簿価額を時価としております。満期のある預け金については、残存期間に
基づく区分ごとに、新規に預け金を行った場合に想定される適用金利で割り引
いた現在価値を算定しております。

（2）　有価証券
株式は取引所の価格、債券は取引所の価格又は取引金融機関から提示され

た価格によっております。投資信託は、公表されている基準価格によっており
ます。
私募債は、元利金の合計額を同様の新規実行を行った場合に想定される利
率で割り引いた価額によっております。
なお、保有目的区分ごとの有価証券に関する注記については、29．から31．

に記載しております。
（3）　貸出金

貸出金は、以下の①～③の方法により算出し、その算出結果を時価に代わる
金額として記載しております。
①　破綻懸念先債権、実質破綻先債権及び破綻先債権等、将来キャッシュ・フ
ローの見積りが困難な債権については、貸借対照表中の貸出金勘定に計上
している額（貸倒引当金控除前の額。以下「貸出金計上額」という。）の合計
額から貸出金に対応する個別貸倒引当金等を控除した価額
②　①以外のうち、変動金利によるものは貸出金計上額
③　①以外のうち、固定金利によるものは貸出金の種類及び期間に基づく区
分ごとに、元利金の合計額を同様の新規貸出を行った場合に想定される利
率で割り引いた価額

金融負債
（1）　預金積金

要求払預金については、決算日に要求された場合の支払額（帳簿価額）を時
価とみなしております。また、定期預金の時価は、一定期間ごとに区分して、将
来のキャッシュ・フローを割り引いて現在価値を算定しております。その割引率
は、新規に預金を受け入れる際に使用する利率を用いております。
(注２)　時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品は次のとおりで

あり、金融商品の時価情報には含まれておりません。

(＊１)子会社株式及び非上場株式については、市場価格がなく、時価を把握す
ることが極めて困難と認められることから時価開示の対象とはしておりませ
ん。なお、このうち当事業年度において減損処理を行った金融商品はありま
せん。

(＊２)出資金は、信金中央金庫、しんきん共同システム運営機構へ対するもの
です。

(注３)　金銭債権および満期のある有価証券の決算日後の償還予定額は次のと
おりであります。

(注４)　預金積金の決算日後の満期到来額は次のとおりであります。

（＊)預金積金のうち、期間の定めのないものは含まれておりません。
29.　有価証券の時価及び評価差額等に関する事項は次のとおりであります。これ
らには、「国債」「地方債」｢短期社債｣「社債」「株式」「その他の証券」が含まれてお
ります。以下、31．まで同様であります。
その他有価証券　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位：百万円)

30.　当事業年度中に売却したその他有価証券は次のとおりであります。
(単位：百万円)

31.　減損処理を行った有価証券
その他有価証券で時価のあるもののうち、当該有価証券の時価が取得原価に
比べて著しく下落しており、時価が取得原価まで回復する見込があると認められ
ないものについては、当該時価を貸借対照表計上額とするとともに、評価差額を
当事業年度の損失として処理（以下「減損処理」という。)を行います。当事業年度
において減損処理を行った有価証券はありません。

32.　満期保有目的の金銭の信託

（注）「うち時価が貸借対照表計上額を超えるもの」「うち時価が貸借対照表計上
額を超えないもの」はそれぞれ「差額」の内訳であります。

33.　当座貸越契約及び貸付金に係るコミットメントライン契約は、顧客からの融資
実行の申し出を受けた場合に、契約上規定された条件について違反がない限り、
一定の限度額まで資金を貸付けることを約する契約であります。これらの契約に
係る融資未実行残高は、30,376百万円であります。このうち契約残存期間が1
年以内のものが4,859百万円であります。なお、これらの契約の多くは、融資実
行されずに終了するものであるため、融資未実行残高そのものが必ずしも当金
庫の将来のキャッシュ・フローに影響を与えるものではありません。これらの契約
の多くには、金融情勢の変化、債権の保全及びその他相当の事由があるときは、
当金庫が実行申し込みを受けた融資の拒絶又は契約極度額の減額をすること
ができる旨の条項が付けられております。また、契約時において必要に応じて不
動産・有価証券等の担保を徴求するほか、契約後も定期的に（半年毎に）予め定
めている金庫内手続に基づき顧客の業況等を把握し、必要に応じて契約の見直
し、与信保全上の措置等を講じております。

34．　繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳は、それぞれ以
下のとおりであります。
　繰延税金資産
　　　貸倒引当金　　　　　　　　　　　　 　1,310百万円
　　　退職給付引当金　　　　　　　　　　　　   43
　　　減価償却費　　　　　　　　　　　　　　   16
　　　その他　　　　　　　　　　　　　　　　   93
　繰延税金資産小計　　　　　　　　　　　 　1,464
　評価性引当額　　　　　　　　　　　　　　 △909
　繰延税金資産合計　　　　　　　　　　　　 　554

　繰延税金負債
　　　その他有価証券評価差額金　　　　　　 　810
　繰延税金負債合計　　　　　　　　　　　　 　810　　　
　繰延税金負債の純額　　　　　　　　　　　 　256百万円

貸借対照表の注記

損益の部 科　　目2012年度2011年度
  貸借対照表計上額 時価 差額
（1） 現 金 1,919 1,919 －
（2） 預け金 39,708 39,730 22
（3） 有価証券
 その他有価証券 43,444 43,444 －
（4） 貸出金（＊１） 112,481
 貸倒引当金（＊２） △4,151
  108,329 107,875 △454
 金融資産計 193,402 192,969 △432 
（1） 預金積金 179,682 179,758 75
 金融負債計 179,682 179,758 75

（単位：百万円）

（＊1）貸出金の「時価」には、「簡便な計算により算出した時価に代わる金額」を記載しております。
（＊2）貸出金に対応する一般貸倒引当金及び個別貸倒引当金を控除しております。

　　　区　分　　　　　　　　　　　貸借対照表計上額
子会社株式（＊１） 10
非上場株式（＊１） 16
出資金（＊２）  590
合計 616

（単位：百万円）

（単位：百万円）
 1年以内 1年超5年以内 5年超10年以内 10年超
預け金（＊） 24,500 5,900 － 3,000
有価証券 2,515 18,836 7,600 3,100
内訳　国　　債 － 8,222 － －
　　　地 方 債 － － 400 －
　　　短期社債 －
　　　社　　債 500 3,536 7,000 －
　　　その他 2,015 7,077 200 3,100
貸出金（＊） 18,270 38,507 25,761 24,721
　　合　計 45,285 63,242 33,361 30,821
（＊）預け金及び貸出金のうち、期間の定めのないものは含まれておりません。

（単位：百万円）

 1年以内 1年超5年以内 5年超10年以内 10年超
預金積金（＊） 106,338 6,008 10 50
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株式 449 420 28 
債券 20,503 19,837 665 
　国　　債 9,165 8,688 476 
　地 方 債 424 418 6 
　短期社債 － － － 
　社　　債 10,912 10,730 182 
その他 17,013 14,101 2,912 
小　計 37,965 34,359 3,605 
株式 358 394 △36 
債券 505 508 △3 
　国　　債 － － － 
　地 方 債 － － － 
　短期社債 － － － 
　社　　債 505 508 △3 
その他 4,615 5,218 △602 
小　計 5,479 6,121 △642 
合　計 43,444 40,481 2,963 

　種類 　　　　 貸借対照表計上額 　　取得原価 　　　　  差　額

 売却額 売却益の合計 売却損の合計 
株式 3,351 98 626 
債券 17,734 653 － 
　国　　債 11,319 633 － 
　地 方 債 503 － － 
　短期社債 － － － 
　社　　債 5,911 20 － 
その他 4,127 232 188 
合　計 25,213 984 814 

（単位：百万円）
貸借対照表　時価　差額　うち時価が貸借対照表　うち時価が貸借対照表
計上額　　　　　　　　　計上額を超えるもの　　計上額を超えないもの
 200 200 0 0 －満期保有目的の金銭の信託 
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損益計算書の注記

1．　記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
2．　子会社との取引による収益総額 363千円
　　子会社との取引による費用総額 29,581千円
3．　出資１口当たり当期純利益金額 1,266円73銭

の適切な管理に努めております。
(2)　金融商品の内容及びそのリスク　

当金庫が保有する金融資産は、主として事業地区内のお客様に対する貸出
金です。
また、有価証券は、主に債券、投資信託及び株式であり、純投資目的及び事
業推進目的で保有しております。これらは、それぞれ発行体の信用リスク及び
金利の変動リスク、市場価格の変動リスクに晒されております。
一方、金融負債は主としてお客様からの預金であり、流動性リスクに晒され

ております。
また、変動金利の預金についても、金利の変動リスクに晒されております。

(3)　金融商品に係るリスク管理体制
①　信用リスクの管理

当金庫は、融資事務取扱規定及び信用リスク管理規定等の諸規定に従
い、貸出金について、個別案件ごとの与信審査、与信限度額、信用情報管理、
保証や担保の設定、問題債権への対応など与信管理に関する体制を整備し
運営しております。これらの与信管理は、各営業店のほか審査部により行わ
れ、また、定期的に経営陣による審査委員会や理事会を開催し、審議・報告を
行っております。
さらに、与信管理の状況については、監査部がチェックしております。
有価証券の発行体の信用リスクなどに関しては、総合企画部において、
余裕資金運用に係るリスク管理細則などに基づき日常的に信用情報や時
価を把握するほか、定期的に資金運用会議に報告を行うことで管理してお
ります。
②　市場リスクの管理

当金庫は、金利リスク、価格変動リスク、為替リスクなどの市場リスクにつ
いて、総合企画部において、余裕資金運用に係るリスク管理細則などに基づ
き日常的に計数を把握するほか、定期的に資金運用会議に報告を行うこと
で管理しております。
当金庫において、主要なリスク変数である金利リスクの影響を受ける主

たる金融商品は、「預け金」、「有価証券」のうち「債券」、「貸出金」、「預金積金」
であります。当金庫では、これらの金融資産及び金融負債について、保有期
間240日、過去5年の観測期間で計測される99パーセンタイル値を用いた
時価の変動額を市場リスク量とし、金利の変動リスクの管理にあたっての定
量的分析に利用しております。
当該変動額の算定にあたっては、対象の金融資産及び金融負債を（固定
金利群と変動金利群に分けて、）それぞれ金利期日に応じて適切な期間に残
高を分解し、期間ごとの金利変動幅を用いております。
なお、当事業年度末現在、金利以外のすべてのリスク変数が一定である

と仮定した場合の99パーセンタイル値を用いた時価は、488百万円減少す
るものと把握しております。
当該変動額は、金利を除くリスク変数が一定の場合を前提としており、金
利とその他のリスク変数との相関を考慮しておりません。また、金利の合理
的な予想変動幅を超える変動が生じた場合には、算定額を超える影響が生
じる可能性があります。
③　資金調達に係る流動性リスクの管理

当金庫は、総合企画部において、流動性リスク管理規定などに基づき、適
時に資金管理を行うほか、資金調達手段の多様化、市場環境を考慮した長
短の調達バランスの調整などによって、流動性リスクを管理しております。

(4)　金融商品の時価等に関する事項についての補足説明
金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合

には合理的に算定された価額が含まれております。当該価額の算定において
は一定の前提条件等を採用しているため、異なる前提条件等によった場合、当
該価額が異なることもあります。
なお、金融商品のうち貸出金については、簡便な計算により算出した時価に
代わる金額を開示しております。

28.　金融商品の時価等に関する事項
平成25年3月31日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額は、次
のとおりであります（時価の算定方法については(注１)参照)。なお、時価を把握
することが極めて困難と認められる非上場株式等は、次表には含めておりません
((注２)参照）。

　また、重要性の乏しい科目については記載を省略しております。

(注１)　金融商品の時価等の算定方法
金融資産
（1）　預け金

満期のない預け金については、時価は帳簿価額と近似していることから、当
該帳簿価額を時価としております。満期のある預け金については、残存期間に
基づく区分ごとに、新規に預け金を行った場合に想定される適用金利で割り引
いた現在価値を算定しております。

（2）　有価証券
株式は取引所の価格、債券は取引所の価格又は取引金融機関から提示され

た価格によっております。投資信託は、公表されている基準価格によっており
ます。
私募債は、元利金の合計額を同様の新規実行を行った場合に想定される利
率で割り引いた価額によっております。
なお、保有目的区分ごとの有価証券に関する注記については、29．から31．

に記載しております。
（3）　貸出金

貸出金は、以下の①～③の方法により算出し、その算出結果を時価に代わる
金額として記載しております。
①　破綻懸念先債権、実質破綻先債権及び破綻先債権等、将来キャッシュ・フ
ローの見積りが困難な債権については、貸借対照表中の貸出金勘定に計上
している額（貸倒引当金控除前の額。以下「貸出金計上額」という。）の合計
額から貸出金に対応する個別貸倒引当金等を控除した価額
②　①以外のうち、変動金利によるものは貸出金計上額
③　①以外のうち、固定金利によるものは貸出金の種類及び期間に基づく区
分ごとに、元利金の合計額を同様の新規貸出を行った場合に想定される利
率で割り引いた価額

金融負債
（1）　預金積金

要求払預金については、決算日に要求された場合の支払額（帳簿価額）を時
価とみなしております。また、定期預金の時価は、一定期間ごとに区分して、将
来のキャッシュ・フローを割り引いて現在価値を算定しております。その割引率
は、新規に預金を受け入れる際に使用する利率を用いております。
(注２)　時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品は次のとおりで

あり、金融商品の時価情報には含まれておりません。

(＊１)子会社株式及び非上場株式については、市場価格がなく、時価を把握す
ることが極めて困難と認められることから時価開示の対象とはしておりませ
ん。なお、このうち当事業年度において減損処理を行った金融商品はありま
せん。

(＊２)出資金は、信金中央金庫、しんきん共同システム運営機構へ対するもの
です。

(注３)　金銭債権および満期のある有価証券の決算日後の償還予定額は次のと
おりであります。

(注４)　預金積金の決算日後の満期到来額は次のとおりであります。

（＊)預金積金のうち、期間の定めのないものは含まれておりません。
29.　有価証券の時価及び評価差額等に関する事項は次のとおりであります。これ
らには、「国債」「地方債」｢短期社債｣「社債」「株式」「その他の証券」が含まれてお
ります。以下、31．まで同様であります。
その他有価証券　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位：百万円)

30.　当事業年度中に売却したその他有価証券は次のとおりであります。
(単位：百万円)

31.　減損処理を行った有価証券
その他有価証券で時価のあるもののうち、当該有価証券の時価が取得原価に
比べて著しく下落しており、時価が取得原価まで回復する見込があると認められ
ないものについては、当該時価を貸借対照表計上額とするとともに、評価差額を
当事業年度の損失として処理（以下「減損処理」という。)を行います。当事業年度
において減損処理を行った有価証券はありません。

32.　満期保有目的の金銭の信託

（注）「うち時価が貸借対照表計上額を超えるもの」「うち時価が貸借対照表計上
額を超えないもの」はそれぞれ「差額」の内訳であります。

33.　当座貸越契約及び貸付金に係るコミットメントライン契約は、顧客からの融資
実行の申し出を受けた場合に、契約上規定された条件について違反がない限り、
一定の限度額まで資金を貸付けることを約する契約であります。これらの契約に
係る融資未実行残高は、30,376百万円であります。このうち契約残存期間が1
年以内のものが4,859百万円であります。なお、これらの契約の多くは、融資実
行されずに終了するものであるため、融資未実行残高そのものが必ずしも当金
庫の将来のキャッシュ・フローに影響を与えるものではありません。これらの契約
の多くには、金融情勢の変化、債権の保全及びその他相当の事由があるときは、
当金庫が実行申し込みを受けた融資の拒絶又は契約極度額の減額をすること
ができる旨の条項が付けられております。また、契約時において必要に応じて不
動産・有価証券等の担保を徴求するほか、契約後も定期的に（半年毎に）予め定
めている金庫内手続に基づき顧客の業況等を把握し、必要に応じて契約の見直
し、与信保全上の措置等を講じております。

34．　繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳は、それぞれ以
下のとおりであります。
　繰延税金資産
　　　貸倒引当金　　　　　　　　　　　　 　1,310百万円
　　　退職給付引当金　　　　　　　　　　　　   43
　　　減価償却費　　　　　　　　　　　　　　   16
　　　その他　　　　　　　　　　　　　　　　   93
　繰延税金資産小計　　　　　　　　　　　 　1,464
　評価性引当額　　　　　　　　　　　　　　 △909
　繰延税金資産合計　　　　　　　　　　　　 　554

　繰延税金負債
　　　その他有価証券評価差額金　　　　　　 　810
　繰延税金負債合計　　　　　　　　　　　　 　810　　　
　繰延税金負債の純額　　　　　　　　　　　 　256百万円

  貸借対照表計上額 時価 差額
（1） 現 金 1,919 1,919 －
（2） 預け金 39,708 39,730 22
（3） 有価証券
 その他有価証券 43,444 43,444 －
（4） 貸出金（＊１） 112,481
 貸倒引当金（＊２） △4,151
  108,329 107,875 △454
 金融資産計 193,402 192,969 △432 
（1） 預金積金 179,682 179,758 75
 金融負債計 179,682 179,758 75

（単位：百万円）

（＊1）貸出金の「時価」には、「簡便な計算により算出した時価に代わる金額」を記載しております。
（＊2）貸出金に対応する一般貸倒引当金及び個別貸倒引当金を控除しております。

　　　区　分　　　　　　　　　　　貸借対照表計上額
子会社株式（＊１） 10
非上場株式（＊１） 16
出資金（＊２）  590
合計 616

（単位：百万円）

（単位：百万円）
 1年以内 1年超5年以内 5年超10年以内 10年超
預け金（＊） 24,500 5,900 － 3,000
有価証券 2,515 18,836 7,600 3,100
内訳　国　　債 － 8,222 － －
　　　地 方 債 － － 400 －
　　　短期社債 －
　　　社　　債 500 3,536 7,000 －
　　　その他 2,015 7,077 200 3,100
貸出金（＊） 18,270 38,507 25,761 24,721
　　合　計 45,285 63,242 33,361 30,821
（＊）預け金及び貸出金のうち、期間の定めのないものは含まれておりません。

（単位：百万円）

 1年以内 1年超5年以内 5年超10年以内 10年超
預金積金（＊） 106,338 6,008 10 50
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株式 449 420 28 
債券 20,503 19,837 665 
　国　　債 9,165 8,688 476 
　地 方 債 424 418 6 
　短期社債 － － － 
　社　　債 10,912 10,730 182 
その他 17,013 14,101 2,912 
小　計 37,965 34,359 3,605 
株式 358 394 △36 
債券 505 508 △3 
　国　　債 － － － 
　地 方 債 － － － 
　短期社債 － － － 
　社　　債 505 508 △3 
その他 4,615 5,218 △602 
小　計 5,479 6,121 △642 
合　計 43,444 40,481 2,963 

　種類 　　　　 貸借対照表計上額 　　取得原価 　　　　  差　額

 売却額 売却益の合計 売却損の合計 
株式 3,351 98 626 
債券 17,734 653 － 
　国　　債 11,319 633 － 
　地 方 債 503 － － 
　短期社債 － － － 
　社　　債 5,911 20 － 
その他 4,127 232 188 
合　計 25,213 984 814 

（単位：百万円）
貸借対照表　時価　差額　うち時価が貸借対照表　うち時価が貸借対照表
計上額　　　　　　　　　計上額を超えるもの　　計上額を超えないもの
 200 200 0 0 －満期保有目的の金銭の信託 
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損益計算書の注記

1．　記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
2．　子会社との取引による収益総額 363千円
　　子会社との取引による費用総額 29,581千円
3．　出資１口当たり当期純利益金額 1,266円73銭

の適切な管理に努めております。
(2)　金融商品の内容及びそのリスク　

当金庫が保有する金融資産は、主として事業地区内のお客様に対する貸出
金です。
また、有価証券は、主に債券、投資信託及び株式であり、純投資目的及び事
業推進目的で保有しております。これらは、それぞれ発行体の信用リスク及び
金利の変動リスク、市場価格の変動リスクに晒されております。
一方、金融負債は主としてお客様からの預金であり、流動性リスクに晒され

ております。
また、変動金利の預金についても、金利の変動リスクに晒されております。

(3)　金融商品に係るリスク管理体制
①　信用リスクの管理

当金庫は、融資事務取扱規定及び信用リスク管理規定等の諸規定に従
い、貸出金について、個別案件ごとの与信審査、与信限度額、信用情報管理、
保証や担保の設定、問題債権への対応など与信管理に関する体制を整備し
運営しております。これらの与信管理は、各営業店のほか審査部により行わ
れ、また、定期的に経営陣による審査委員会や理事会を開催し、審議・報告を
行っております。
さらに、与信管理の状況については、監査部がチェックしております。
有価証券の発行体の信用リスクなどに関しては、総合企画部において、
余裕資金運用に係るリスク管理細則などに基づき日常的に信用情報や時
価を把握するほか、定期的に資金運用会議に報告を行うことで管理してお
ります。
②　市場リスクの管理

当金庫は、金利リスク、価格変動リスク、為替リスクなどの市場リスクにつ
いて、総合企画部において、余裕資金運用に係るリスク管理細則などに基づ
き日常的に計数を把握するほか、定期的に資金運用会議に報告を行うこと
で管理しております。
当金庫において、主要なリスク変数である金利リスクの影響を受ける主

たる金融商品は、「預け金」、「有価証券」のうち「債券」、「貸出金」、「預金積金」
であります。当金庫では、これらの金融資産及び金融負債について、保有期
間240日、過去5年の観測期間で計測される99パーセンタイル値を用いた
時価の変動額を市場リスク量とし、金利の変動リスクの管理にあたっての定
量的分析に利用しております。
当該変動額の算定にあたっては、対象の金融資産及び金融負債を（固定
金利群と変動金利群に分けて、）それぞれ金利期日に応じて適切な期間に残
高を分解し、期間ごとの金利変動幅を用いております。
なお、当事業年度末現在、金利以外のすべてのリスク変数が一定である

と仮定した場合の99パーセンタイル値を用いた時価は、488百万円減少す
るものと把握しております。
当該変動額は、金利を除くリスク変数が一定の場合を前提としており、金
利とその他のリスク変数との相関を考慮しておりません。また、金利の合理
的な予想変動幅を超える変動が生じた場合には、算定額を超える影響が生
じる可能性があります。
③　資金調達に係る流動性リスクの管理

当金庫は、総合企画部において、流動性リスク管理規定などに基づき、適
時に資金管理を行うほか、資金調達手段の多様化、市場環境を考慮した長
短の調達バランスの調整などによって、流動性リスクを管理しております。

(4)　金融商品の時価等に関する事項についての補足説明
金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合

には合理的に算定された価額が含まれております。当該価額の算定において
は一定の前提条件等を採用しているため、異なる前提条件等によった場合、当
該価額が異なることもあります。
なお、金融商品のうち貸出金については、簡便な計算により算出した時価に
代わる金額を開示しております。

28.　金融商品の時価等に関する事項
平成25年3月31日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額は、次
のとおりであります（時価の算定方法については(注１)参照)。なお、時価を把握
することが極めて困難と認められる非上場株式等は、次表には含めておりません
((注２)参照）。

　また、重要性の乏しい科目については記載を省略しております。

(注１)　金融商品の時価等の算定方法
金融資産
（1）　預け金

満期のない預け金については、時価は帳簿価額と近似していることから、当
該帳簿価額を時価としております。満期のある預け金については、残存期間に
基づく区分ごとに、新規に預け金を行った場合に想定される適用金利で割り引
いた現在価値を算定しております。

（2）　有価証券
株式は取引所の価格、債券は取引所の価格又は取引金融機関から提示され

た価格によっております。投資信託は、公表されている基準価格によっており
ます。
私募債は、元利金の合計額を同様の新規実行を行った場合に想定される利
率で割り引いた価額によっております。
なお、保有目的区分ごとの有価証券に関する注記については、29．から31．

に記載しております。
（3）　貸出金

貸出金は、以下の①～③の方法により算出し、その算出結果を時価に代わる
金額として記載しております。
①　破綻懸念先債権、実質破綻先債権及び破綻先債権等、将来キャッシュ・フ
ローの見積りが困難な債権については、貸借対照表中の貸出金勘定に計上
している額（貸倒引当金控除前の額。以下「貸出金計上額」という。）の合計
額から貸出金に対応する個別貸倒引当金等を控除した価額
②　①以外のうち、変動金利によるものは貸出金計上額
③　①以外のうち、固定金利によるものは貸出金の種類及び期間に基づく区
分ごとに、元利金の合計額を同様の新規貸出を行った場合に想定される利
率で割り引いた価額

金融負債
（1）　預金積金

要求払預金については、決算日に要求された場合の支払額（帳簿価額）を時
価とみなしております。また、定期預金の時価は、一定期間ごとに区分して、将
来のキャッシュ・フローを割り引いて現在価値を算定しております。その割引率
は、新規に預金を受け入れる際に使用する利率を用いております。
(注２)　時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品は次のとおりで

あり、金融商品の時価情報には含まれておりません。

(＊１)子会社株式及び非上場株式については、市場価格がなく、時価を把握す
ることが極めて困難と認められることから時価開示の対象とはしておりませ
ん。なお、このうち当事業年度において減損処理を行った金融商品はありま
せん。

(＊２)出資金は、信金中央金庫、しんきん共同システム運営機構へ対するもの
です。

(注３)　金銭債権および満期のある有価証券の決算日後の償還予定額は次のと
おりであります。

(注４)　預金積金の決算日後の満期到来額は次のとおりであります。

（＊)預金積金のうち、期間の定めのないものは含まれておりません。
29.　有価証券の時価及び評価差額等に関する事項は次のとおりであります。これ
らには、「国債」「地方債」｢短期社債｣「社債」「株式」「その他の証券」が含まれてお
ります。以下、31．まで同様であります。
その他有価証券　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位：百万円)

30.　当事業年度中に売却したその他有価証券は次のとおりであります。
(単位：百万円)

31.　減損処理を行った有価証券
その他有価証券で時価のあるもののうち、当該有価証券の時価が取得原価に
比べて著しく下落しており、時価が取得原価まで回復する見込があると認められ
ないものについては、当該時価を貸借対照表計上額とするとともに、評価差額を
当事業年度の損失として処理（以下「減損処理」という。)を行います。当事業年度
において減損処理を行った有価証券はありません。

32.　満期保有目的の金銭の信託

（注）「うち時価が貸借対照表計上額を超えるもの」「うち時価が貸借対照表計上
額を超えないもの」はそれぞれ「差額」の内訳であります。

33.　当座貸越契約及び貸付金に係るコミットメントライン契約は、顧客からの融資
実行の申し出を受けた場合に、契約上規定された条件について違反がない限り、
一定の限度額まで資金を貸付けることを約する契約であります。これらの契約に
係る融資未実行残高は、30,376百万円であります。このうち契約残存期間が1
年以内のものが4,859百万円であります。なお、これらの契約の多くは、融資実
行されずに終了するものであるため、融資未実行残高そのものが必ずしも当金
庫の将来のキャッシュ・フローに影響を与えるものではありません。これらの契約
の多くには、金融情勢の変化、債権の保全及びその他相当の事由があるときは、
当金庫が実行申し込みを受けた融資の拒絶又は契約極度額の減額をすること
ができる旨の条項が付けられております。また、契約時において必要に応じて不
動産・有価証券等の担保を徴求するほか、契約後も定期的に（半年毎に）予め定
めている金庫内手続に基づき顧客の業況等を把握し、必要に応じて契約の見直
し、与信保全上の措置等を講じております。

34．　繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳は、それぞれ以
下のとおりであります。
　繰延税金資産
　　　貸倒引当金　　　　　　　　　　　　 　1,310百万円
　　　退職給付引当金　　　　　　　　　　　　   43
　　　減価償却費　　　　　　　　　　　　　　   16
　　　その他　　　　　　　　　　　　　　　　   93
　繰延税金資産小計　　　　　　　　　　　 　1,464
　評価性引当額　　　　　　　　　　　　　　 △909
　繰延税金資産合計　　　　　　　　　　　　 　554

　繰延税金負債
　　　その他有価証券評価差額金　　　　　　 　810
　繰延税金負債合計　　　　　　　　　　　　 　810　　　
　繰延税金負債の純額　　　　　　　　　　　 　256百万円

  貸借対照表計上額 時価 差額
（1） 現 金 1,919 1,919 －
（2） 預け金 39,708 39,730 22
（3） 有価証券
 その他有価証券 43,444 43,444 －
（4） 貸出金（＊１） 112,481
 貸倒引当金（＊２） △4,151
  108,329 107,875 △454
 金融資産計 193,402 192,969 △432 
（1） 預金積金 179,682 179,758 75
 金融負債計 179,682 179,758 75

（単位：百万円）

（＊1）貸出金の「時価」には、「簡便な計算により算出した時価に代わる金額」を記載しております。
（＊2）貸出金に対応する一般貸倒引当金及び個別貸倒引当金を控除しております。

　　　区　分　　　　　　　　　　　貸借対照表計上額
子会社株式（＊１） 10
非上場株式（＊１） 16
出資金（＊２）  590
合計 616

（単位：百万円）

（単位：百万円）
 1年以内 1年超5年以内 5年超10年以内 10年超
預け金（＊） 24,500 5,900 － 3,000
有価証券 2,515 18,836 7,600 3,100
内訳　国　　債 － 8,222 － －
　　　地 方 債 － － 400 －
　　　短期社債 －
　　　社　　債 500 3,536 7,000 －
　　　その他 2,015 7,077 200 3,100
貸出金（＊） 18,270 38,507 25,761 24,721
　　合　計 45,285 63,242 33,361 30,821
（＊）預け金及び貸出金のうち、期間の定めのないものは含まれておりません。

（単位：百万円）

 1年以内 1年超5年以内 5年超10年以内 10年超
預金積金（＊） 106,338 6,008 10 50

貸
借
対
照
表
計
上
額
が

取
得
原
価
を
超
え
る
も
の

貸
借
対
照
表
計
上
額
が

取
得
原
価
を
超
え
な
い
も
の

株式 449 420 28 
債券 20,503 19,837 665 
　国　　債 9,165 8,688 476 
　地 方 債 424 418 6 
　短期社債 － － － 
　社　　債 10,912 10,730 182 
その他 17,013 14,101 2,912 
小　計 37,965 34,359 3,605 
株式 358 394 △36 
債券 505 508 △3 
　国　　債 － － － 
　地 方 債 － － － 
　短期社債 － － － 
　社　　債 505 508 △3 
その他 4,615 5,218 △602 
小　計 5,479 6,121 △642 
合　計 43,444 40,481 2,963 

　種類 　　　　 貸借対照表計上額 　　取得原価 　　　　  差　額

 売却額 売却益の合計 売却損の合計 
株式 3,351 98 626 
債券 17,734 653 － 
　国　　債 11,319 633 － 
　地 方 債 503 － － 
　短期社債 － － － 
　社　　債 5,911 20 － 
その他 4,127 232 188 
合　計 25,213 984 814 

（単位：百万円）
貸借対照表　時価　差額　うち時価が貸借対照表　うち時価が貸借対照表
計上額　　　　　　　　　計上額を超えるもの　　計上額を超えないもの
 200 200 0 0 －満期保有目的の金銭の信託 
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（注） 経常（当期純）利益
総資産（債務保証見返除く）平均残高総資産経常（当期純）利益率＝ ×100

１．対象役員
当金庫における報酬体系の開示対象となる「対象役員」は、常勤理事及び常
勤監事をいいます。対象役員に対する報酬等は、職務執行の対価として支払う
「基本報酬」、在任期間中の職務執行の対価として退任時に支払う「退職慰労
金」で構成されております。

　（１）報酬体系の概要
　　【基本報酬】

非常勤を含む全役員の基本報酬につきましては、総代会において、理
事全員及び監事全員それぞれの支払総額の最高限度額を決定しており
ます。
そのうえで、各理事の基本報酬額につきましては役位や在任年数等を基
本とし一部に前年度の業績を反映させることとした規定に基づいて、理事
会において決定しております。また、各監事の基本報酬額につきましては、
規定に基づいて、監事の協議により決定しております。

　　【退職慰労金】
退職慰労金につきましては、在任期間中に毎期引当金を計上し、退任時

に総代会で承認を得た後、支払っております。
なお、当金庫では、全役員に適用される退職慰労金の支払いに関して、
主として次の事項を規定で定めております。
　ａ．決定方法　ｂ．支給制限

　（２）平成２４年度における対象役員に対する報酬等の支払総額  （単位:百万円）

　（注）１．対象役員に該当する理事は７名、監事は１名です（期中に退任した者は
いません。なお、理事１名が期中に就任しております。）

２．上記の内訳は、「基本報酬」147百万円、「退職慰労金」２3百万円となっ
ております。
なお、「基本報酬」には、規定に基づく交通費等が含まれています。「退
職慰労金」は、当年度に繰り入れた役員退職慰労引当金の額です。

　（３）その他
「信用金庫法施行規則第１３２条第１項第６号等の規定に基づき、報酬等
に関する事項であって、信用金庫等の業務の運営又は財産の状況に重要
な影響を与えるものとして金融庁長官が別に定めるものを定める件」（平
成２４年３月２９日付金融庁告示第２２号）第３条第１項第３号及び第５号並び
に第２項第３号及び第５号に該当する事項はありませんでした。

２．対象職員等
当金庫における報酬体系の開示対象となる「対象職員等」は、当金庫の非常
勤役員、当金庫の職員、当金庫の主要な連結子法人等の役職員であって、対象
役員が受ける報酬等と同等額以上の報酬等を受ける者のうち、当金庫の業務
及び財産の状況に重要な影響を与える者をいいます。
なお、平成２４年度において、対象職員等に該当する者はいませんでした。

　（注）１．対象職員等には、期中に退任・退職した者も含めております。
２．「主要な連結子法人等」とは、当金庫の連結子法人等のうち、当金庫の
連結総資産に対して２％以上の資産を有する会社等をいいます。なお、
平成２４年度においては、該当する会社はありませんでした。

３．「同等額」は 、平成２４年度に対象役員に支払った報酬等の平均額として
おります。

４．平成２４年度において対象役員が受ける報酬等と同等額以上の報酬等
を受ける者はいませんでした。 

以　上

対象役員に対する報酬等
支払総額区　分
170

役職員の報酬体系について

※出資1口は500円です。

■過去5年間の主要な経営指標の推移

経 常 収 益
経 常 利 益
当 期 純 利 益
出 資 総 額
出 資 総 口 数
純 資 産 額
総 資 産 額（ 債 務 保 証 を 含 む ）
預 金 積 金 残 高（ C D は 含 ま ず ）
貸 出 金 残 高
有 価 証 券 残 高
単 体 自 己 資 本 比 率
出資に対する配当金（※出資1口あたり）
期 末 職 員 数

（単位：千円）

（単位：百万円）
（単位：千口）
（単位：百万円）

（ 単 位：％ ）
（ 単 位：円 ）
（ 単 位：人 ）

受 取 利 息
う ち 貸 出 金
う ち 預 け 金
う ち 有 価 証 券

支 払 利 息
う ち 預 金 積 金

資 金 運 用 利 回
資 金 調 達 原 価 率
総 資 金 利 鞘

人 件 費
報 酬 給 料 手 当
退 職 給 付 費 用
そ の 他
物 件 費
事 務 費
う ち 旅 費 ・ 交 通 費
う ち 通 信 費
う ち 事 務 機 械 賃 借 料
う ち 事 務 委 託 費
固 定 資 産 費
う ち 土 地 建 物 賃 借 料
う ち 保 全 管 理 費
事 業 費
う ち 広 告 宣 伝 費
うち交際費・寄贈費・諸会費
人 事 厚 生 費
有 形・無 形 固 定 資 産 償 却
そ の 他
税 金

合　　計

設 備 資 金
運 転 資 金
合　計

割 引 手 形
手 形 貸 付
証 書 貸 付
当 座 貸 越
合　計

構成比残　高構成比残　高

（単位：百万円、％）

構成比残　高構成比残　高

（単位：百万円、％）

貸 出 金
う ち 変 動 金 利
う ち 固 定 金 利

総 資 産 経 常 利 益 率
総 資 産 当 期 純 利 益 率

（単位：％）

（単位：百万円）

（注） 残高及び利率の増減要因が重なる部分については、利率による増減要因に含める方法にて算出しております。
国内業務部門と国際業務部門の区別はしておりません。
1.
2.

純 増 減利率による増減残高による増減純 増 減利率による増減残高による増減

（単位：千円）

（単位：％）

（単位：千円）

資 金 運 用 勘 定
う ち 貸 出 金
う ち 預 け 金
う ち 有 価 証 券

資 金 調 達 勘 定
う ち 預 金 積 金

資　金　運　用　収　支
資　金　運　用　収　益
資　金　調　達　費　用
役 務 取 引 等 収 支
役 務 取 引 等 収 益
役 務 収 益 等 費 用
そ　の　他　業　務　収　支
そ の 他 業 務 収 益
そ の 他 業 務 費 用
業 　 務 　 粗 　 利 　 益
業　務　粗　利　益　率
業 務 純 益
一般貸倒引当金繰入額
経　　　　　　　　　費

資金運用勘定平均残高

（注）１．資金運用勘定は無利息預け金の平均残高（2011年度43百万円、2012年度47百万円）を控除しております。
２．国内業務部門と国際業務部門の区別はしておりません。

（注）1．業務粗利益率＝　　 業務粗利益　　　　×100
2．国内業務部門と国際業務部門の区別はしておりません。

そ の 他 業 務 収 益
国 債 等 債 券 売 却 益
国 債 等 債 券 償 還 益
そ の 他 業 務 収 益
そ の 他 業 務 費 用
国 債 等 債 券 売 却 損
国 債 等 債 券 償 還 損
国 債 等 債 券 償 却
そ の 他 業 務 費 用
そ の 他 業 務 利 益

（単位：千円）

（単位：平均残高は百万円、利息は千円、利回りは％）

（単位：千円）■その他業務収支の内訳

■資金運用収支の内訳

■貸出金使途別残高

■貸出金平均残高

■貸出金残高

■総資産利益率

■総資金利鞘

■受取・支払利息の分析

■経費の内訳

■業務粗利益の状況

5,089,896
220,208
182,331

185
371

11,745
185,879
170,089
114,451
36,471
12.68
40
194

2010年度
5,543,516
800,476
339,313

188
376

14,563
186,051
168,737
110,026
38,784
13.81
40
204

5,029,806
694,556
324,748

185
370

13,906
187,867
170,689
111,055
41,119
13.23
40
206

2009年度2008年度 2011年度
4,796,857
760,765
425,246

190
300

14,936
194,211
177,468
110,186
40,751
14.51
40
205

△ 223,844
△ 129,733
△ 66,581
△ 38,666
△ 17,451
△ 17,451

△ 90,529
△ 101,068
△ 63,067
73,865
△ 9,682
△ 9,732

133,315
28,665
3,514

112,531
7,769
7,719

2012年度

△ 312,674
△ 183,552
△ 60,192
95,054

△ 86,418
△ 86,418

△ 256,778
△ 180,340
△ 12,837
△ 65,606
△ 81,689
△ 81,741

55,896
3,212
47,355

△ 160,660
4,729
4,677

2011年度

2.00
1.44
0.56

2012年度
2.12
1.49
0.63

2011年度

905,171
885,304
3,705
16,161
146,314
32,466
113,481

－
366

758,856

2.00
2.48
0.37
2.28
0.07
0.07

3,874,221
2,716,360
148,433
994,547
138,282
137,789

192,836
109,353
39,320
43,571
179,535
179,436

3,735,078
3,874,221
138,282

△ 119,446
331,163
450,609
758,856
905,171
146,314
4,375,489

2.26%
1,980,668
△ 63,008
2,498,605

2012年度
241,867
223,588

－
18,278
108,268
90,645

－
－

392
133,599

2011年度

2012年度2012年度
利回り利　息平均残高

2012年度
3,816,786
3,964,750
147,964

△ 104,808
374,338
479,146
133,599
241,867
108,268
3,845,737

2.06％
1,426,871
△ 47,628
2,507,009

2011年度

2012年度
2.12
2.60
0.54
2.38
0.08
0.08

3,964,750
2,817,428
211,500
920,682
147,964
147,521

186,537
108,111
39,165
38,666
174,595
174,507

2011年度2011年度2011年度

0.99
2.34
94.29
2.37

100.00

1,083
2,566

103,110
2,592

109,353

1,576,827
1,232,003
146,911
197,912
878,031
327,571
4,826
34,010
634

204,656
149,147
40,211
76,318
71,740
32,788
25,170
29,739
179,446
120,386
43,747

2,498,605

63.36
36.64
100.00

71,270
41,211
112,481

2012年度

2012年度

0.98
2.00
94.68
2.34

100.00

1,064
2,158

102,361
2,527

108,111

61.57
38.43
100.00

67,840
42,346
110,186

2011年度

2011年度

112,481
64,181
48,300

0.40
0.24

2012年度
0.39
0.22

2011年度

2012年度
110,186
62,050
48,136

2011年度

2012年度
1,552,771
1,209,339
148,184
195,247
902,317
326,253
3,523
34,113
4,373

216,329
149,060
39,676
79,129
62,262
23,217
25,905
25,819
195,175
143,746
51,919

2,507,009

2011年度2012年度
5,218,902
794,913
486,066

192
385

17,477
198,702
179,682
112,481
43,471
14.62
40
201
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（注） 経常（当期純）利益
総資産（債務保証見返除く）平均残高総資産経常（当期純）利益率＝ ×100

１．対象役員
当金庫における報酬体系の開示対象となる「対象役員」は、常勤理事及び常
勤監事をいいます。対象役員に対する報酬等は、職務執行の対価として支払う
「基本報酬」、在任期間中の職務執行の対価として退任時に支払う「退職慰労
金」で構成されております。

　（１）報酬体系の概要
　　【基本報酬】

非常勤を含む全役員の基本報酬につきましては、総代会において、理
事全員及び監事全員それぞれの支払総額の最高限度額を決定しており
ます。
そのうえで、各理事の基本報酬額につきましては役位や在任年数等を基
本とし一部に前年度の業績を反映させることとした規定に基づいて、理事
会において決定しております。また、各監事の基本報酬額につきましては、
規定に基づいて、監事の協議により決定しております。

　　【退職慰労金】
退職慰労金につきましては、在任期間中に毎期引当金を計上し、退任時

に総代会で承認を得た後、支払っております。
なお、当金庫では、全役員に適用される退職慰労金の支払いに関して、
主として次の事項を規定で定めております。
　ａ．決定方法　ｂ．支給制限

　（２）平成２４年度における対象役員に対する報酬等の支払総額  （単位:百万円）

　（注）１．対象役員に該当する理事は７名、監事は１名です（期中に退任した者は
いません。なお、理事１名が期中に就任しております。）

２．上記の内訳は、「基本報酬」147百万円、「退職慰労金」２3百万円となっ
ております。
なお、「基本報酬」には、規定に基づく交通費等が含まれています。「退
職慰労金」は、当年度に繰り入れた役員退職慰労引当金の額です。

　（３）その他
「信用金庫法施行規則第１３２条第１項第６号等の規定に基づき、報酬等
に関する事項であって、信用金庫等の業務の運営又は財産の状況に重要
な影響を与えるものとして金融庁長官が別に定めるものを定める件」（平
成２４年３月２９日付金融庁告示第２２号）第３条第１項第３号及び第５号並び
に第２項第３号及び第５号に該当する事項はありませんでした。

２．対象職員等
当金庫における報酬体系の開示対象となる「対象職員等」は、当金庫の非常
勤役員、当金庫の職員、当金庫の主要な連結子法人等の役職員であって、対象
役員が受ける報酬等と同等額以上の報酬等を受ける者のうち、当金庫の業務
及び財産の状況に重要な影響を与える者をいいます。
なお、平成２４年度において、対象職員等に該当する者はいませんでした。

　（注）１．対象職員等には、期中に退任・退職した者も含めております。
２．「主要な連結子法人等」とは、当金庫の連結子法人等のうち、当金庫の
連結総資産に対して２％以上の資産を有する会社等をいいます。なお、
平成２４年度においては、該当する会社はありませんでした。

３．「同等額」は 、平成２４年度に対象役員に支払った報酬等の平均額として
おります。

４．平成２４年度において対象役員が受ける報酬等と同等額以上の報酬等
を受ける者はいませんでした。 

以　上

対象役員に対する報酬等
支払総額区　分
170

役職員の報酬体系について

※出資1口は500円です。

■過去5年間の主要な経営指標の推移

経 常 収 益
経 常 利 益
当 期 純 利 益
出 資 総 額
出 資 総 口 数
純 資 産 額
総 資 産 額（ 債 務 保 証 を 含 む ）
預 金 積 金 残 高（ C D は 含 ま ず ）
貸 出 金 残 高
有 価 証 券 残 高
単 体 自 己 資 本 比 率
出資に対する配当金（※出資1口あたり）
期 末 職 員 数

（単位：千円）

（単位：百万円）
（単位：千口）
（単位：百万円）

（ 単 位：％ ）
（ 単 位：円 ）
（ 単 位：人 ）

受 取 利 息
う ち 貸 出 金
う ち 預 け 金
う ち 有 価 証 券

支 払 利 息
う ち 預 金 積 金

資 金 運 用 利 回
資 金 調 達 原 価 率
総 資 金 利 鞘

人 件 費
報 酬 給 料 手 当
退 職 給 付 費 用
そ の 他
物 件 費
事 務 費
う ち 旅 費 ・ 交 通 費
う ち 通 信 費
う ち 事 務 機 械 賃 借 料
う ち 事 務 委 託 費
固 定 資 産 費
う ち 土 地 建 物 賃 借 料
う ち 保 全 管 理 費
事 業 費
う ち 広 告 宣 伝 費
うち交際費・寄贈費・諸会費
人 事 厚 生 費
有 形・無 形 固 定 資 産 償 却
そ の 他
税 金

合　　計

設 備 資 金
運 転 資 金
合　計

割 引 手 形
手 形 貸 付
証 書 貸 付
当 座 貸 越
合　計

構成比残　高構成比残　高

（単位：百万円、％）

構成比残　高構成比残　高

（単位：百万円、％）

貸 出 金
う ち 変 動 金 利
う ち 固 定 金 利

総 資 産 経 常 利 益 率
総 資 産 当 期 純 利 益 率

（単位：％）

（単位：百万円）

（注） 残高及び利率の増減要因が重なる部分については、利率による増減要因に含める方法にて算出しております。
国内業務部門と国際業務部門の区別はしておりません。
1.
2.

純 増 減利率による増減残高による増減純 増 減利率による増減残高による増減

（単位：千円）

（単位：％）

（単位：千円）

資 金 運 用 勘 定
う ち 貸 出 金
う ち 預 け 金
う ち 有 価 証 券

資 金 調 達 勘 定
う ち 預 金 積 金

資　金　運　用　収　支
資　金　運　用　収　益
資　金　調　達　費　用
役 務 取 引 等 収 支
役 務 取 引 等 収 益
役 務 収 益 等 費 用
そ　の　他　業　務　収　支
そ の 他 業 務 収 益
そ の 他 業 務 費 用
業 　 務 　 粗 　 利 　 益
業　務　粗　利　益　率
業 務 純 益
一般貸倒引当金繰入額
経　　　　　　　　　費

資金運用勘定平均残高

（注）１．資金運用勘定は無利息預け金の平均残高（2011年度43百万円、2012年度47百万円）を控除しております。
２．国内業務部門と国際業務部門の区別はしておりません。

（注）1．業務粗利益率＝　　 業務粗利益　　　　×100
2．国内業務部門と国際業務部門の区別はしておりません。

そ の 他 業 務 収 益
国 債 等 債 券 売 却 益
国 債 等 債 券 償 還 益
そ の 他 業 務 収 益
そ の 他 業 務 費 用
国 債 等 債 券 売 却 損
国 債 等 債 券 償 還 損
国 債 等 債 券 償 却
そ の 他 業 務 費 用
そ の 他 業 務 利 益

（単位：千円）

（単位：平均残高は百万円、利息は千円、利回りは％）

（単位：千円）■その他業務収支の内訳

■資金運用収支の内訳

■貸出金使途別残高

■貸出金平均残高

■貸出金残高

■総資産利益率

■総資金利鞘

■受取・支払利息の分析

■経費の内訳

■業務粗利益の状況
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40
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△ 312,674
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△ 86,418

△ 256,778
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△ 81,741

55,896
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△ 160,660
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2011年度
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2012年度
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113,481

－
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2.00
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0.37
2.28
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3,874,221
2,716,360
148,433
994,547
138,282
137,789
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39,320
43,571
179,535
179,436
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3,874,221
138,282

△ 119,446
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758,856
905,171
146,314
4,375,489

2.26%
1,980,668
△ 63,008
2,498,605

2012年度
241,867
223,588

－
18,278
108,268
90,645

－
－

392
133,599

2011年度

2012年度2012年度
利回り利　息平均残高

2012年度
3,816,786
3,964,750
147,964

△ 104,808
374,338
479,146
133,599
241,867
108,268
3,845,737

2.06％
1,426,871
△ 47,628
2,507,009

2011年度

2012年度
2.12
2.60
0.54
2.38
0.08
0.08

3,964,750
2,817,428
211,500
920,682
147,964
147,521

186,537
108,111
39,165
38,666
174,595
174,507

2011年度2011年度2011年度

0.99
2.34
94.29
2.37

100.00

1,083
2,566

103,110
2,592

109,353

1,576,827
1,232,003
146,911
197,912
878,031
327,571
4,826
34,010
634

204,656
149,147
40,211
76,318
71,740
32,788
25,170
29,739
179,446
120,386
43,747

2,498,605

63.36
36.64
100.00

71,270
41,211
112,481

2012年度

2012年度

0.98
2.00
94.68
2.34

100.00

1,064
2,158

102,361
2,527

108,111

61.57
38.43
100.00

67,840
42,346
110,186

2011年度

2011年度

112,481
64,181
48,300

0.40
0.24

2012年度
0.39
0.22

2011年度

2012年度
110,186
62,050
48,136

2011年度

2012年度
1,552,771
1,209,339
148,184
195,247
902,317
326,253
3,523
34,113
4,373

216,329
149,060
39,676
79,129
62,262
23,217
25,905
25,819
195,175
143,746
51,919

2,507,009

2011年度2012年度
5,218,902
794,913
486,066
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17,477
198,702
179,682
112,481
43,471
14.62
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